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神
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た
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卑
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ら
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1,

か

し
ろ

代
楽
恭

さ
ん

く

く
ち

そのイtLの メモ

畔

の
ア
を
聞
き
な
が
ら
、

夏

の
暑

い
晨
中

に
も
熱

い

（
と
こ
ろ
が
）

静
寂
を
破

の
自

い
ア
オ
イ

の
花

を
見
、

を
飲

ん
で
ヽ
を
落

ら
着

け

て

い
る
。

燎

の
声
、

遊

び

に
来
た

の
が
、

静
寂
を
称
燎

に
狡
ら
れ
突
¨
脈
や
か
に
な
つ
た
＝
結
句
不
十
分
。

家

の
中

は
突
然
喧
燥

の
た
だ
中

に
、

ケ お
―
庭

孫1恭 1先

.ヽ ヽ

た
ヽヽ

は

1誰

の

オ
●`

た

作
詩

ロ

２

０

２

３

年

７

月

１

２

日

千

　
起
　
式

名

前

占

口
　
幸
雄

2o1803.10 14

蟷 0

（
セ
吉

亀
旬

）

０
業
化

　
ア
オ
イ

の
花

※
嗚

が
０

な

の
で
型
ｏ
●
。

「
洋
磐
さ
」

は
，
そ

「
な
く
」

と
読

む
．

千

仄
式


